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【現在のサポーター数】11月 111名→111名/145.5俵（個人：108、企業/団体：3） 
【守られている棚田面積】24,250㎡（145.5俵⇒242.5a 収量 6俵/10ａとして） 
◆美しい棚田の風景と、それを守り引き継ぐ仕組みづくりを目指して、 
お米を食べて応援してくださるサポーターを募集しています。 

◆山村塾の活動は皆様からのご寄附で支えられています。 

 
 

 

朝晩ぐっと冷え込み、笠原では霜が降りるようになりました。冬の訪れを実感するこの頃です。 
おいしいお米や冬の味覚を楽しみながら、どうぞお身体に気を付けてお過ごしください。  

今月のお米：松本和広さん「恵つくし（新米）」：屋敷地区 
この 7 月は雨がほとんど降らずに大変心配しまし

た。もう水がなくなるかもという頃に、ちょうどいい
雷雨がありほっとしました。稲穂が実りはじめる大
事な時期（登熟期）には、適度に夕立がきて水も潤沢
だったのでありがたかったです。お盆の頃には田ん
ぼに害虫のカメムシが少し出ていたのですが、草刈
りのタイミングがよかったのか、幸い影響はありま
せんでした。 
いろいろ心配な事がありましたが、結果として今

年は稲がよく育ち豊作となりました。毎年同じ作業
をしているので、何がよかったのかはっきり分かり
ませんが、天候が稲にとってはちょうどよかったの
かなと思います。 
稲刈りを終えたあとは、来年に向けて田んぼを耕す「秋起こし」をします。稲わらをすき込み、土に空

気を入れる作業です。そのあとは茶畑の剪定をして、今シーズンの農作業はひと段落です。最近は秋も暑
いので、剪定の時期が遅くなってきています。冬は林業の仕事に入ります。本当に一年はあっというまで
す。 
うちの田んぼは笠原の谷の一番奥、標高 450ｍのところにあり、空気も水もきれいです。そんな場所

で育てたお米ですので、おいしいと思います。ぜひたくさん食べてください！（松本和広） 

※農薬化学肥料不使用をお申込みの方には、宮園福夫さんの「ヒノヒカリ（農薬化学肥料
不使用）」をお届けしています。 

◆事務局より 
〇次回のお届け 次回（1/7発送）は小川誠二郎さんの「恵つくし」をお届け予定です。
追加注文や精米歩合の変更、配達先変更をご希望の方は、発送前月 20 日までにお知ら
せください。 
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山村塾ホームページ 
棚田米新聞も掲載しています 

山村塾の日常を 
発信中です！ 
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標高４５０ｍ 松本さんの棚田 
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